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感動をありがとう 

2009年 10月 12日の監督・主将会議から始まり 17日まで行われていた「第 19回全国専門学校サッカー選
手権大会」が無事閉幕しました。第 19回大会は、北の大地“札幌サッカーアミューズメントパーク”および
“東雁来サッカー場”にて熱戦が繰り広げられ、当校は第 12回大会から通算 7回目の出場を果たしました。
そして、今年は初出場・初勝利の時と同様の感動を学生から与えてもらいました。 

 
今年度の参加学生は、高校時代に部活やクラブチームで選手活動を全う出来ず、そういう意味では技術面

においても決してレベルの高い集団ではなく、試合中に味方チーム同士罵声を浴びせ合うことも日常茶飯事で

した。また、すぐに諦め、結果を出す以前に自分に負けることの多いチームであったことも事実です。しかし、

今大会では一回戦から先制されても負けない気持ち、そしてなによりも 2回戦では昨年度に引き続き今大会も
準優勝を果たしたチームに「先制→追いつかれ→先制→追いつかれ」のシーソーゲームを我慢強く戦いました。

その戦いの中で、自然に仲間を鼓舞する中にも相手を思いやる気持ちが芽生えていたように感じました。 
2・3年生はこれで引退ですが、20歳の年にこんなに真剣に泣けたことは間違いなく大きな財産になったと
思います。これから社会に出た時にこんなに感動することは数えられるほどしかないでしょう。 
いつもぶつぶつ言っていますが『顔をあげて前を向いていこう！！！！！！』 

大きな感動を本当にありがとう！ 

 日本サッカーの父、デットマール・クラマーさんはこんな言葉を残してくれています。 
「過去はそれを素晴らしいものだと振り返りそこから学ぶことができる。過去とは自分たちを発展させるため

の基礎にすぎないのだ。過去の話を美しく語るのではなく、将来に眼をむけなければならない。新しい日々と

はイコール新しい挑戦である。」 
 
「人が土に種を蒔いて、昼夜、寝起きしているうちに、種は芽を出して成長するが、どうしてそうなるのか 

その人は知らない。土はひとりでに実を結ばせるのであり、その茎、次に穂、そしてその穂には豊かな実ができる」   

（マルコによる福音書 ４章 26 節～28 節） 

 
YMCAスポーツ専門学校 
校長 熊谷 孝一 
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ゼッケン「１」小澤キャプテン 

お疲れ様でした～。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

スポーツトレーナー科 

スポーツトレーナーコース３年  

小澤 和正さん（私立横浜創学館高校卒業） 

この大会での目標は『優勝』でした！！ 今年は、自分が部長となっ

てチームをまとめましたが、初戦では自分達のミスが多く１セット目を

取られ負けそうになってしまいました。２・３セット目を奪い返しやっ

と勝つことが出来ました。 準決勝と決勝も危なかったけど・・・・な

んとか勝てました（苦笑） 正直、チームをまとめるのがこんなに大変

だと思いませんでした。でも勝ててホントに良かったです。 

後輩達にも、来年連覇を目指しがんばって欲しいですね!! 

スポーツトレーナー科 こどもスポーツ・保育コース１年 岩田 昂宏さん（私立大森学園高校卒業） 

７月２８日に成田を出発し、台湾での国際キャンプリーダー派遣プログラムに行ってきました。現地では、

自分がホームステイをした後、台北YMCAのデイキャンプに参加し、自分にとってとても実のある研修となり

ました。キャンプには主に小学生から中学生が参加し、午前中は勉強を、午後は語学遊びなどをしました。サ

イクリングをするのは日本でも同じですが、こちらでは「ナイトマーケット」へ出かけクレーンゲームなどを

して遊ぶことに驚きました。また、子ども達はバスケやサッカーに夢中で、活発で可愛いのはどこの国でも同

じだと実感しました。ただ、中国語が中心であまり英語が通じなかったので、中国語も勉強しておけば・・・

と思いました。礼拝に行った際、いろいろな国の方々がいて、歌やパフォーマンスで盛り上がりとても貴重な

体験が出来たと思っています。こども達の笑顔と台湾で見たきれいな夜景が今も心に残っています。 

スポーツインストラクター科 チャイルドスポーツコース２年 平野 雄也さん（私立秀英高校卒業） 

私は、８月中旬にボランテイアinタイに初めて参加し１０日間タイに行ってきました。海外に行くのは初め

てだったので不安な気持ちがありましたが、ボランティアの人達と一緒に行動していくうちに、その不安も消

え楽しさでいっぱいになりました。タイに行って学んだことは、子ども達は様々な問題を抱えていて、それで

も一生懸命生きている事や、僕たちのような初めて会う人にも優しい笑顔で話しかけてくれる事でした。タイ

語は挨拶ぐらいしか話せないので、あまり会話が出来なかったのですが、一緒に子どもと過ごしていると言葉

が通じなくても心のどこかでつながっているんだなぁと感じました。現地で『家族』が出来たような気がして

感動の体験となりました。 ありがとうございました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  
 
 

スポーツトレーナー科こどもスポーツ・保育コース１年 

松本 亮さん（私立麻布大学付属淵野辺高校卒業） 

今回参加したリトリートキャンプはさまざまなプログラムを通

し、安全を学ぶというものでした。そこで私自身が感じたことは、

学生達がプログラムに対して受け身にならず、学ぶ姿勢を持ち参

加することで、安全以外にも日常では気づかなかった何かを発見

することが出来ると思いました。 

スポーツトレーナー科こどもスポーツ・保育コース１年 

  岩澤 栞さん（県立霧が丘高校卒業） 

キャンプを通して、私はいろいろな人たちと交流することができたと思い

ます。無人島までみんなで力を合わせて、カッターという船を使い渡りま

した。無事に到着した時は、達成感でいっぱいでした。無人島ではゆった

りとした時間が流れていて、とても心が落ち着きました。今回のリトリー

トキャンプは私にとって良い経験になりました。今後の学校生活にも活か

していきたいです。 

スポーツトレーナー科トレーナーコース１年 

  高木 みづきさん（県立磯子高校卒業） 

このリトリートキャンプを終えて、チームワークが大事だなと思いまし

た。ＹＭＣAスポーツ専門学校を卒業するまで、クラスのみんなと支え

合いながら頑張っていきたいと思います。 

１年生全科の学生達は「リトリートキャンプ」で徳島県にあるYMCA阿南国際海洋センターに行って来ました！  

現地では、シーカヤックを始め、カヌーやカッターなど普段やった事の無いマリンスポーツを体験し、真っ青な海

でいろいろな体験をして来ました。 違うコースの学生と混ざってオールを漕ぎ、友人達の新しい一面を発見した

ようですね！！（先生方の新しい一面も?!） ２年生のスポーツインストラクター科の学生達は、最後のキャンプ

となる群馬県草津で「リゾートキャンプ」を行ってきました。

スポーツインストラクター科 

チャイルドスポーツコース２年  

佐藤 諒さん（県立瀬谷西高校卒業） 

釣りや卓球など室内や屋外の様々なスポーツを

体験してきました。温泉街もとても情緒があり、

横浜では見られない光景でした。 
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10月 13日～17日に「第１９回全国専門学校サッカー選手権大会」が行われました！参加20校の頂点を目

指し、チャレンジしたのですが、残念ながら２回戦で敗退してしまいました。北海道の地でさわやかな天気の

中、みんな頑張りました（●＾o＾●） 

学生達からたくさんのコメントが届きました！ 

全国大会にめっちゃ!緊張しました～。 全国の１勝は嬉しい

☆ 毎試合が感動！  興奮するぜ～。ベンチから見た仲

間達がキラキラしてた・・・ 自分の未熟さが悔しい★  

チームが一丸となり「感謝」「感激」「感動」を得られた。みん

なで泣き、みんなで励まし合い・・・仲間の存在の大きさに感

動!! 負けて悔しかったけど、やり切ったぞ～。 

①後悔するようなプレーをしない事。②絶対に勝とい

う強い気持ちが必ず結果につながる事。③サッカーは

チームで戦うもの。 この３つの学びをサッカー指導者

として子ども達に伝えていきたいと思いました。 


